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稱
し
て「

卸 

覺
せ
ら
，る
、
.自
我」

又

は

「

經
驗
我」

?.
e: self 

as 
k
n
o
w
n
,

 

or 

the’ 

A 

e
m
D
i
r

o'al 

e
g
o
w

及「

知

^

す

る

の

自
 

我
一
即
ち「

tt
我」

the 

self as, 
k
no.
_
e
r
v

 

o
r
 the 

p
u
r
e

 

e
g
o
)

 (ci 

the 

s
a
m
e
)

而
し
て「

經
驗
我」

は
客
«,
的
自 

我
i
其
.の
.所

有

格

の

名

辭

忙

依

て

：
表

現

せ

ら

る

、

事

物
 

，を

言
a
更
.に

ジ
ェ

ー

ム
ス
は

之

を

三

分

し

て

.一
：、
段 

我
の
構
成
，素
'
 

1
K

其
®
感
情
及
情
緖
即
ち
coelf-feeling 

三
、
其
の
行
爲
即
ぢ 

self-seek

3*g

 

g
^
^
p
j
^
e
r
v
a
t
i
o
n

 

に
分
て
h

o
又
此
等
に
就
.て
各
h
物

的

自

我» ：
會

的

は
 

我
精
神
的
自
我
の
區
別
を
設
け
.た
6
。
節
單
R
以
上
の 

.自
我
の
ft
容
を
示
せ
は
次
の
如
し
。
即
ち 

o
..)

自
己
求
得
乂
ば
苗
己
保
存

第

十

四

锻(

1
H
0九)

'
/雜

錄
.

夕
セ
IV 
の
思
想
オ:
V 
牛

T
ム0
ク
3C
1
A
ス

第
九
，號
.

!

l‘s
.

ぬ：' '



第

十

四

猞(

一
三
1
〇)

錄

ヲ

ツ

セ

>v
の
思
想
と
ク
ヰ
”
ア
ム
t
ツ
H

1ム
ス

第
九
號

1

二
六

1̂4：

(a
)
物
的
自
我
へ
即
：t>
身

慾

。
本

能i

飾
慾*

獲
得
：

.
:
■性

：•建
設
性
‘
家
庭
に
就
て
の
愛
着
..'
:
;
,

一

(b
)
社
會
的
自
m

:

■ち
喜
悅
。注
目
0賞
讃
を
欲
す 

::」

,る
の
願
望
。社
交
性
.競
爭
心
.
猜

疑

，
愛

へ

名

眷
 

.
V
:

心

。
功

名

心

；

(c
)
精
神
的
自
我
：'.
即
ち
細
的
道
徳
的
宗
敎
的
靈
威； 

良
心
的
信
仰
：
'

三

)

自
己
評
價
：

.
•'
.
(a
)
物
體
自
我
即
ち
個
人
的
虛
榮
及
謙
遜
、
富
の 

矜

及

贫

圃

の

恐

怖

.
：

•
■
.
:
:
.

.(b
)
社
會
的
自
我
:—

即
ち
社
貪
的
家
族
的
矜
持
、
虛 

'
:
.飾
•臟
慢
秦
遜
及
び
恥
辱
：
い
 

h
(c
)
精
神
的
自
我
H
即
ぢ
道
徳
的
宗
敎
的
優
超
及
び 

淸
淨
の
威
、
低
劣
罪
業
の
感 

'

而
し
て
純
我
0.

開
題
に
至
ク
て
は
&
靈
論
者
聯
想
諭 

者
、
超
越
論
者
の
種
々
：の
論
難
す
る
所
に
し
て
菩
人
は

個
性
研
究
即
ち
自
我
の
客
體
的
硏
究
に
の
み
限
ら
ん
S 

す
。
自
我
の
客
觀
的
表
現
に
就
て
は
吾
人
はSelfishness 

の
問
題
に
到
達
す
る
も
の
に
し
て
此
處
(:
本
能
の
硏
究 

奴
其
の
葸
籤
を
有
す
る
に
至
る
可
し
o (cf. 

V
O
L

 

I 

pp.

307-9. 

pp., 

3
1
7

ふ29,,>

五

•■

ク

グ

ァ

ム

、
ジ
f

ム
ス
の「

心
理
學
原
理」

の
第
一
一 

起
第
ニ
十
四
章(

芩

3

003
-
4
4
1
)

及
同
卷
第
二
十
八
章
の 

一
部(pp. 

6
7
8
-
)

は
本
能
の
硏
究
に
當
て
ら
れ
前
者
に 

於
て
本
能
の
性
質
及
其
種
類.、
.後
满
R
於
て
本
能
の
起 

原
に
就
て
述
ぶ
る
所
有̂
:

N 
0

本
能
の
起
原
は
是
に
吾
人 

の
必
要
ビ
せ
ぎ
る
所
^
し
て
た
ぃ
前
请
に
就
き
て
の
み 

ジ
f

ム
ス
の
硏
究
を
窺
は
ん
と
欲
す
。
勿
論.本
能
，自
體 

,
は
生
理
學
的
現
象
な
れ
ど
も
其
の
衝
動
的
作
用
は
常
に 

個
髖
の
心
理
學
的
現
象
を
伴
ふ
も
の
な
る
が
故
化
心
理 

寧

上

^
於
て
斯
か
る
魂
象
を
取
扱
ふ
は
決
し
て
無
意
義

S

•に
同
問
題
を
離
.
.れ
，て
寧
る
吾
人
の
本
論
の
主
旨
れ
る
な
$
ざ
る
可
し
。
蓋
し
感
情
は
生
理
學
的
現
象
0
心
猶

: 

. 

. 

■

學
妁
名
辭
に
し
て
感
慠
ば
認
識
の
始
原
な
る
が
如
く
に 

ref. 

vol. 

I 

p. 

2
2
2
)

本
能
^
ぁ
ら
ゆ
る
行
爲
の
始
原
た 

:る
の
觀
ぁ
ト
。
本
能
活
動
は
與
へ
ら
れ
れ
る
刺
戟
^
對 

す
‘る
個
體
の
反
動
的
運
動
の
而
も
有
利
な
る

先
天
的
關 

系
な
b

o而
し
て
ジ
f

ム
ス
はp

h
e
y
e
r

敎
授
の
說
R
.對 

し
て
第
一
一
卷
四
〇
四
贺
丨
四
四
〇
貝
の
問
に
入
類
に
M

: 

て
本
能
の
名
稱
を
稍
す
る
多
く
の
著
し
き
傾
向
を
擧
げ 

人
間
に
於
け
る
本
能
は
其
數
に
於
て
他
の
下
等
動
物
の
. 

_
ょ
P

も
僅
少
f

 

す
る
說
に
反
對
し
て
斯
か
る
夥 

し
き
本
能
の
集
合
は
如
例
な
る
他
の
哺
乳
賴
の
巾
R
も 

全
く

見
出
さ
れ
ざ
る
も
の
也
€

せ
り
。(vol.II p. 

4
4
1

 J 

:
然
も
：
般
に
思
惟
せ
ら
る
、
が
如
く
に
本
能
^
基
く
行
. 

爲
は
常
に
®
目
不
變
の
も
の
に
非
ず
し
て
記
:1
1

の
能
カ 

を
有
す
る
動
物
に
ぁ
つ
：て
.は
本
徙
的
行
動
も
其
が
屢
繰
：
 

h
返
3
る
、
に
於
て
は
窗
目
の
狀
態
を
脱
し
此
處
に
31 

の
結
果
を
豫
期
せ
ず
し
て
-®
すV

ふ
特
質
を
失
ひ
其
•の 

結
來
が
個
體
のt

S

識
し
.得
る
範
1 !
に
あ
る
に
於
て
は
斯

か
る
行
爲
は
結
果
の
豫
知
に
伴
，は
る
、
に
至
る
可
し
。 

:

:

:而
し
て
斯
か
る
結
果
0
豫
知
は
望
ま
し
き
結
朵 

た
る
か
或
は
蔚
ま
し
か
ら
ざ
る
結
果
れ
る
か
^
應
じ
て

必
ず
純
然
穴
る
衝
動
を
促
進
し
或
は
仰
北
す
。
.

.

.

W
 く
の
如
く
し
て
動
物
が
其
の
初
め
如
何
{C
よ
く
本
能 

運
動
に
於
け
る
能
カ
を
有
せ
し
と
す
る
も
此
等
の
祧
®

,
に
加
ふ
る
^
記
憶
聯
想
推
理
豫
知
の
能
カ
を
和
當
の
程 

度
に
有
し
典
の
本
I

が
經
驗
S
結
合
す
る

に
於
て
は
彼 

の
行
爲
は
著
し
く
變
化
せ
ら
る(

く
o
l
* 

H

V

OJ
VO
。)

,
り『

人
は
，
何
な
る
下
等
動
物
よ
b

も
複
雜
な
る
多
く
の 

衝
動
を
有
せ
り
。
而
し
て
か
\
る
衝
動
^
の
も
の
は
最 

も
®

劣
な
る
衝
動
と
等
し
く
共
に
盲
目
的
運
®
な
れ
ミ 

も
人
が
此
等
の
衝
動
に
從
ひ
其
の
‘結
朵
を
經
驗
し
れ
る 

彼
は
其
の
記
憶
反
省
及
推
理
の
力
に
よ
つ
て
か
、
る
行 

爲
は
興
の
結
果
の
豫
知
せ
ら
る
、
ど
相
結
ん
で
遂
に
彼 

,に
よ
つ
て
威
じ
得
ら
る
べ
き
行
爲
S
な
る
。

(

召
.
O
F 

V
O
L

 

II 

p. 

3
9
〇
) 

ょ

第
十
®
餘

(
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三
1ニ

>

雑

錄

ラ
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e
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t
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ニ
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3
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第
十
四
怨(

H
3
5
. k
: 

■錄

セ
)V
の
思
想
と
v
ヰ
))
ア
ム• 
e
ク
ai
!
A
ス

瑢
九
媿

八

而
し
て
最
も
興
味
あ
る
は
本
能
の
種
類
な
り
ミ
す
。
 

蔻
し
造
化
の
妙
は
生
物
に
.
矛

盾

せ

る

：
本

能

を

附

'與

し

其
 

の
經
驗
に
侬
て
得
ら
れ
相
る
心
的
能
カ
に
依
て
典
の
生 

.物
:0
外
的
傭
纖
を
全
か
ら
し
め
以
て
生
物Q

生
#
を
安 

.il

な
ら
し
め
た
り
。
"-

『

自
然
は
相
矛
盾
せ
る
本
能
を
多
.ぐ
の
種
類
の
事
物
の

 

上
に
働
か
し
む
る
啷
く
備
べ
如
何
な
る
衝
動
^
依
て
處

 

.す
る
や
ば
個
々
の
場
合
の
狀
況
に
於
け
る
些
々
た
る# 

化
に
ょ
つ
て
決
定
せ
ら
る
。
斯
く
て
貪
愁
へ/し
猜
疑
、
好 

奇
心
ビ
怯
懦
、
遙
恥
心
ビ
欲
麗
，
畏
恭
と
；
^
張
、
社
交 

性w

好
闘
性
等
は
人
に
於
け
る
ど
等
し
く
高
等
な
る
鳴
 

乳
類
に
於
て
速
に
相
互
に
交
渉
し
常
に®
じ
0
>
そ
の 

:

牛
衡
を
保
つ
が
如
し*
等
は
何
れ
も
當
初
は
奪
目
な
る
，

 

生
得
の
衝
動
^
し
て
岛
確
然
と
決
定
せ
る
種
類
の
反
動

 

運
.
を
生
せ
し
む
る
も
の
な
り
。
然
ら
ば
之
は
何
れ
も
 

漕
通
((
:
規
定
せ
ら
る
.
V本
能
な
れ
r
も
彼
等
は
互
に
相 

反
し
喺
適
應
の
特
殊
の
灘
會
に
於
け
る
經
驗
に
依
て
そ

"
0-
決
宠
を
足
む
る
も
の
な
A
。
此
等
の
矛
盾
せ
る
*
動 

を
有
せ
る
動
物
は
.

「

本
能
的」

行
爲
を
失
ひ
狐
疑
ど
攤 

擇
の
生
活
‘即
如
的
生
活
を
營
む
の

»

あ
^V。

然
れV

j

も 

彼
は
全
く
本
能
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
非
す
し
て
寧
ろ
狹 

の
有
す
る
鋪
令
な
.る

本
能
の
夥
多
は
互
に
典
の
薇

Ji
/

;

0; 

道
を
妨
ぐ
る
に
M
る
が
故
也』

(
V
O
L

 

II 

pp. 

3
9
2
-
3
9
3
)

 

即
^

人
は
理
性
に
：ょ
つ
.て
敝
く
と
の
假
宛
に
於
け
る
理 

紐
は
單
k
推
理
の
力
を
意
味
す
.る
の
み
な
ら
ず
、
或
褪 

»*
の
本
能
に
從
ふ
の
傾
；问
^
翻
す
る
名
稱
た
か
べ
く 

(op. 

c

r

c
£ 

P, 

3:0
0
9

)
『

斯
く
て
本
能
ビ
理
知
ビ
の
語 

辭

：に

就

て

菩

人

を

ず

こ

：
、
匕

な

ぐ

吾

人

は

如

.町

に

も
 

A

S

そ

の

外
8]
に

對

す

る

反

歡

が

下

缭

動

着

の

反

®！
;

に 

比
し
て
時
ビ
し
て
は
寒
し
く
不
足
な
る
あ
り
ビ
雖
も
斯 

か
る
不
定
は
人
の
荷
せ
ざ
る
成
種
の
行
爲
の
原
則
を
此 

等
動
物
が
所
有
せ
る
に
基
く
も
の
に
非
ず
否
寧
ろ
人
は 

被
等
の
布
す
る
あ
ら
ゆ
る
の
衢
動
を
有
し
见
に
多
く
の 

ょ
力
.以
上
を
有
せ
り
。
換
言
す
れ
ば
何
等
本
能
ミ
理
知

M m

，ビ
の
間
に
實
體
的
反
對
の
存
す
る；^
非
^
理
知
其
の
 ̂

の
ぱ
如
何
な
各
衝
動
を
も
抑
止
す
る
能
は
すh 

I.

衝
動

 ̂

無
效
な
ら
し
め
#
る
ば
其
の
反
對
の
衝
動
に
ぁ
ぅ
。
然
 

寥

も
理
知
は
推
理
を
爲
す_
ょ

つ
て
乙
の
反
對
の
衝 

動
を
開
放
し
得
る
想
撕
を̂

致
t:
る
.を
得
。
斯
C
て
.最 

も
观
対
.に
.
®め
ふ
勸
:#
;
.は
&
も
又
本
能
的
.禪
锻
.に
r
め
，
 

る
動
物
な
る
ベ
き
‘も
彼
ば
軍
な
る
本
能
的
励
物
の
加
く

 

tt
宿
命
的
‘
a
u
t
o
3
a
t
o
^
:
.

{t
te
#

r
る
べ
し
。

』
(

o
p
. 

city 

p. 393〕

斯
ぐ
の
如
く
人
類
，に
ビ
つ
て
一0 .
み
の
存
在
ミ
思 

惟
せ
?>
-
か
y
理
知
並
.に
高
等
な
な
心
的
活
動
の
如
き
も
 

«
ろ
本
能
の
漸
進
询
進
俗w
»i
せ
ら
る
：
 

>可
&
な
り
0
:' 

(
c
f
h
T
^
i
k
s

 

T
o
.

 
‘

P
s
y
c
h
o
l
o
g
y
; 

A
n
d

 

t
o

 

S
t
u
d
e
n
t
s

 ：o
n

 

s
o
m
e

 

o
f

 L
i
f
e
M
S

 

I
d
e
a
l
s
.

 

I
9
0
I
V
P
P
V

 2
2
-
3
0

恩
市
此
等
の
本
能
中
吾
人
忙S
つ
て
必
要
旦
興
味
ぁ
る
 

:部
分
11
就
て
ジ
ヱ「

ム
ス
の
思
想
を
«
ふ
‘ベ
し
。先
、つ

ジ 

-
丨；ム
ー
ス
ば
競
爭
本
能
梂
人
類
社
會
の
活
筋
な

つ
て
喜
ば
し
き
刹
益
に
自
已
の
‘分
興
し
得
ざ
る
‘は
*

^
 

し
か
ら
ざ
る
所
な
ぅ
。
M
®
本
能
は
自
己
の
劣
れ
る
を 

快
しv

j

せ
ざ
：る
が
故
に
他
の
：も
の
め
爲
す
所
を
榄
倣
せ 

ん
ど
す
る
本
能
に
し
.て

往

；々

我

：利

と

賞

愁

e

の
惡
德
を 

來
す
が
故
に
非
雛
せ
6
る 

>所
な
れ
ざ
も『
斯
炉
る
競 

0

0

感
情
は
吾
人
の
蒋
在
め
其
の
遽
底
^
橫
は
る
も
の 

に
，レ
て
總
て
，の
社
#
改
良
は
多
く
此
の
•威
情
に
ょ
る
ぁ 

.り
。
惡
意
^

り
貪
慾
な
る
性
質
の
も
の
め
る
ビ
«
に
.高 

:

尙
R
し
て
且
寬
大
な
：る
性
質
の
競
#
心
又
存
す
。』

其
の 

最
小
の
«
惡
を
以
て
利
益
:0
最
大
を
收
む
る
は
最
も
賢 

明
な
る
法
に
k
て

『

吾
人
の
#

M
.の
最
も
深
&
源
泉
は 

他
の
も
の
の
.行
爆
を
覺
認
ず
る
に
ぁ
り
、
他
の
’努
力
の 

覺
認
は
罟
人
自
己
の
努
カ
を
誘
起
し
支
持
す
る
所
な
办 

'競
走
場
に
於
て
瓦
に
先
萁
夕
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